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1. 2024年9月期第1四半期の業績（2023年10月1日～2023年12月31日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年9月期第1四半期 740 7.2 17 ― 18 ― 13 △72.2

2023年9月期第1四半期 690 △7.1 △17 ― △18 ― 47 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2024年9月期第1四半期 0.94 ―

2023年9月期第1四半期 3.38 ―

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年9月期第1四半期 1,414 1,052 74.4 74.33

2023年9月期 1,440 1,039 72.1 73.39

（参考）自己資本 2024年9月期第1四半期 1,052百万円 2023年9月期 1,039百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年9月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2024年9月期 ―

2024年9月期（予想） ― ― ― ―

　2024年９月期の配当予想額につきましては、業績予想の開示を行っていないことから、現時点において未定とさせていただきます。配当につきましては業
績予想の見通しを開示した際にお知らせいたします。

3. 2024年 9月期の業績予想（2023年10月 1日～2024年 9月30日）

　業績予想につきましては、天候等の外部変動要因による業績への影響が大きく、予測が困難なため現時点での予想の開示は行っておりません。なお、

情報開示につきましては既存店等の情報を月次で開示するとともに、第２四半期累計期間につきましては同第２四半期中、及び同通期につきましては同

第４四半期中を目処に、分かり次第、速やかに適時開示をしてまいります。



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年9月期1Q 14,436,600 株 2023年9月期 14,436,600 株

② 期末自己株式数 2024年9月期1Q 278,800 株 2023年9月期 278,800 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2024年9月期1Q 14,157,800 株 2023年9月期1Q 14,157,800 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係
る本資料発表日現在における仮定を前提としています。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。業績見通し等
の前提となる仮定及び業績見通し等のご利用にあたっての注意事項等につきましては、添付資料３ページ、「（３）業績予想などの将来予測情報に関する
説明」を参照してください。
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前事業年度末

店舗数
増加 減少

当第１四半期末

店舗数

小売事業 「三代目茂蔵」（直営店） 31 － － 31

その他事業 「三代目茂蔵」（加盟店） 387 9 5 391

合計 418 9 5 422

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当社は、消費者にとって価値のある商品づくり、人づくり、店づくりを目指し、「よりいいものをより安く」提

供し、「三代目茂蔵」のブランド力を強化・確立することで、売上高及び利益の向上を図ってまいります。

　当第１四半期累計期間において、商品につきましては、引き続き「健康」をキーワードに「茂蔵オリジナル商

品」を強化し、物価高騰の今後の対策として、顧客数の確保を第一に取り組んでまいりました。

　当第１四半期累計期間の売上高は740,799千円（前年同四半期比7.2％増）、営業利益は17,955千円（前年同四半

期は営業損失17,949千円）、経常利益は18,531千円（前年同四半期は経常損失18,013千円）、四半期純利益は

13,312千円（前年同四半期比72.2％減）となりました。

　セグメント別の業績は次のとおりであります。

（小売事業）

　当セグメントにおいては「よりいいものをより安く」をコンセプトに「三代目茂蔵」ブランドのクオリティ向上 

を推し進めております。当第１四半期累計期間におきましては、引き続き「健康」をキーワードに「茂蔵オリジナ

ル商品」の開発強化をすすめ健康ブランド向上に努めました。具体的には弁当類・菓子類等を中心に店頭商品を最

重要商品と位置づけ顧客数向上に努めてまいりました。

　これらにより１店舗平均の顧客数は前年同四半期比113.9％となりました。時間帯別では「朝市」開催に加え

て、「雨の日セール」などを導入し後半の顧客数確保にも取り組んだ結果、開店から14時までは同102.2％となり

ましたが、17時から閉店までは同129.5％となりました。また、顧客単価につきましては価格見直し等もあり、同

106.7％となりました。

　店舗につきましては、リモート会議にて販売スタッフとの情報共有を徹底することにより１店舗あたりの生産性

向上を目指しました。

　以上の結果、小売事業の売上高は664,927千円（前年同四半期比11.5％増）となりました。セグメント利益（営

業利益）につきましては、顧客数の増減を慎重に判断しながら販売価格を見直した結果、売上総利益率が改善した

ことにより51,023千円（前年同四半期比357.2％増）となりました。

（その他事業）

　その他事業は、小売加盟店及び業務用得意先への卸売事業並びに通販事業であります。

　その他事業の売上高は75,871千円（前年同四半期比19.5％減）、セグメント利益（営業利益）は3,300千円（前

年同四半期比64.2％減）となりました。

　なお、当第１四半期累計期間の出店状況は、次のとおりであります。

（単位：店）
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第１四半期会計期間末における資産の残高は、前事業年度末と比較して25,840千円減少し1,414,916千円とな

りました。主な要因は、商品及び製品の増加17,497千円、現金及び預金の減少30,193千円及び長期未収入金の減少

9,402千円等によるものであります。

（負債）

　当第１四半期会計期間末における負債の残高は、前事業年度末と比較して39,153千円減少し362,557千円となり

ました。主な要因は、買掛金の増加8,942千円、未払金の減少33,079千円及び未払法人税等の減少11,767千円等に

よるものであります。

（純資産）

　当第１四半期会計期間末における純資産の残高は、前事業年度末と比較して13,312千円増加し1,052,359千円と

なりました。これは四半期純利益13,312千円の計上により利益剰余金が13,312千円増加したことによるものであり

ます。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　業績予想につきましては、天候等の外部変動要因による業績への影響が大きく、予測が困難なため現時点での予

想の開示は行っておりません。なお、情報開示につきましては既存店等の情報を月次で開示するとともに、第２四

半期累計期間につきましては同第２四半期中、及び同通期につきましては同第４四半期中を目処に、分かり次第、

速やかに適時開示をしてまいります。
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（単位：千円）

前事業年度
(2023年９月30日)

当第１四半期会計期間
(2023年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 626,478 596,285

売掛金及び契約資産 66,546 63,004

商品及び製品 31,734 49,231

原材料及び貯蔵品 3,165 3,792

その他 66,748 67,972

貸倒引当金 △40 △40

流動資産合計 794,632 780,245

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 26,539 25,515

構築物（純額） 3,285 3,169

工具、器具及び備品（純額） 4,787 4,445

土地 189,970 189,970

その他（純額） 2,621 2,344

有形固定資産合計 227,204 225,446

無形固定資産 3,996 3,702

投資その他の資産

敷金及び保証金 104,525 104,525

長期未収入金 310,266 300,864

その他 429 429

貸倒引当金 △297 △297

投資その他の資産合計 414,923 405,521

固定資産合計 646,125 634,670

資産合計 1,440,757 1,414,916

負債の部

流動負債

買掛金 237,364 246,307

１年内返済予定の長期借入金 18,750 13,125

未払金 83,258 50,178

未払費用 34,466 36,415

未払法人税等 20,924 9,157

その他 4,245 4,673

流動負債合計 399,010 359,857

固定負債

長期預り保証金 2,700 2,700

固定負債合計 2,700 2,700

負債合計 401,710 362,557

純資産の部

株主資本

資本金 1,000,000 1,000,000

資本剰余金 120,446 120,446

利益剰余金 △40,503 △27,191

自己株式 △40,896 △40,896

株主資本合計 1,039,046 1,052,359

純資産合計 1,039,046 1,052,359

負債純資産合計 1,440,757 1,414,916

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　2022年10月１日
　至　2022年12月31日)

当第１四半期累計期間
(自　2023年10月１日

　至　2023年12月31日)

売上高 690,775 740,799

売上原価 500,031 525,132

売上総利益 190,743 215,666

販売費及び一般管理費 208,693 197,711

営業利益又は営業損失（△） △17,949 17,955

営業外収益

受取利息 0 1,074

受取賃貸料 － 2,395

その他 7 10

営業外収益合計 7 3,480

営業外費用

支払利息 60 28

賃貸費用 － 2,363

その他 10 511

営業外費用合計 71 2,903

経常利益又は経常損失（△） △18,013 18,531

特別利益

固定資産売却益 82,449 －

特別利益合計 82,449 －

特別損失

固定資産除却損 0 －

店舗閉鎖損失 3,905 －

特別損失合計 3,905 －

税引前四半期純利益 60,530 18,531

法人税、住民税及び事業税 12,705 5,219

法人税等合計 12,705 5,219

四半期純利益 47,825 13,312

（２）四半期損益計算書

（第１四半期累計期間）
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注１）

四半期
損益計算書

計上額
（注２）

小売事業 その他事業 計

売上高

顧客との契約から生じる収益 596,548 94,227 690,775 － 690,775

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 596,548 94,227 690,775 － 690,775

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 596,548 94,227 690,775 － 690,775

セグメント損益 11,159 9,219 20,379 △38,328 △17,949

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注１）

四半期
損益計算書

計上額
（注２）

小売事業 その他事業 計

売上高

顧客との契約から生じる収益 664,927 75,871 740,799 － 740,799

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 664,927 75,871 740,799 － 740,799

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 664,927 75,871 740,799 － 740,799

セグメント損益 51,023 3,300 54,323 △36,368 17,955

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　2022年10月１日 至　2022年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント損益の調整額△38,328千円は各報告セグメントには配賦していない全社費用でありま

す。全社費用は報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント損益は四半期損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　2023年10月１日 至　2023年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント損益の調整額△36,368千円は各報告セグメントには配賦していない全社費用でありま

す。全社費用は報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント損益は四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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